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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 4月 19日 (2006.4.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 固 定 子 巻 線 を 収 容 す る ス ロ ッ ト を 形 成 し 、 回 転 子 の 外 周 部 と 対 向 す る 部 分 に テ ィ ー ス 先
端 部 を 有 す る テ ィ ー ス 部 が 設 け ら れ て い る 固 定 子 と 、 テ ィ ー ス 先 端 部 と 間 隙 を 介 し て 配 置
さ れ て い る 回 転 子 と を 備 え 、 回 転 子 に は 、 回 転 子 の 軸 方 向 に 直 角 な 断 面 に お い て 、 永 久 磁
石 が 収 容 さ れ る 磁 石 収 容 孔 が 設 け ら れ て い る 主 磁 極 部 と 補 助 磁 極 部 が 周 方 向 に 交 互 に 配 置
さ れ て お り 、 ス ロ ッ ト に は 、 固 定 子 巻 線 が 分 布 巻 方 式 に よ り 収 容 さ れ て い る 永 久 磁 石 回 転
機 で あ っ て 、
　 回 転 子 の 外 周 部 は 、 主 磁 極 部 の ｄ 軸 と 交 差 し 、 凸 部 側 が 外 周 方 向 を 向 い た 第 １ の 曲 線 部
分 と 、 補 助 磁 極 部 の ｑ 軸 と 交 差 し 、 凸 部 側 が 外 周 方 向 を 向 い た 第 ２ の 曲 線 部 分 が 交 互 に 接
続 さ れ て 形 成 さ れ 、 第 ２ の 曲 線 部 分 の 曲 率 半 径 が 第 １ の 曲 線 部 分 の 曲 率 半 径 よ り 大 き く 設
定 さ れ て い る と と も に 、 第 １ の 曲 線 部 分 の 開 角 （ 機 械 角 ） を θ 、 回 転 子 の 極 対 数 を Ｐ と し
た 時 、
　
を 満 足 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 永 久 磁 石 回 転 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 永 久 磁 石 回 転 機 で あ っ て 、 回 転 子 の 外 周 部 と テ ィ ー ス 先 端 部 と の 間 隙
の 中 で 最 も 短 い 間 隙 を ｇ 、 回 転 子 の 中 心 か ら 外 周 部 ま で の 距 離 の 中 で 最 も 長 い 距 離 Ｒ を 半
径 と す る 外 周 線 と 第 ２ の 曲 線 部 分 と の 間 の 距 離 の 中 で 最 も 長 い 距 離 を Ｄ と し た 時 、

を 満 足 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 永 久 磁 石 回 転 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 永 久 磁 石 回 転 機 で あ っ て 、 第 １ の 曲 線 部 分 は ｄ 軸 上 に 曲 率 中
心 を 有 す る 円 弧 形 状 に 形 成 さ れ 、 第 ２ の 曲 線 部 分 は ｑ 軸 上 に 曲 率 中 心 を 有 す る 円 弧 形 状 に

［ （ ４ ４ ／ Ｐ ） 度 ≦ θ ≦ （ ９ ０ ／ Ｐ ） 度 ］

［ {１ ／ ｓ ｉ ｎ （ Ｐ × θ ） × ｇ ２ }mm≦ Ｄ ≦
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 {（ ｇ ／ １ ０ ） × Ｐ × （ θ ／ ２ ） － ｇ }mm］



形 成 さ れ て い る 、 永 久 磁 石 回 転 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 永 久 磁 石 回 転 機 で あ っ て 、 磁 石 収 容 孔 は 、 主 磁 極 部 の
中 央 部 に ブ リ ッ ジ 部 が 形 成 さ れ る よ う に 設 け ら れ て い る 、 永 久 磁 石 回 転 機 。
【 請 求 項 ５ 】

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 第 １ 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た と お り の 永 久 磁
石 回 転 機 で あ る 。
　 請 求 項 １ に 記 載 の 永 久 磁 石 回 転 機 は 、 固 定 子 の ス ロ ッ ト に 分 布 巻 方 式 で 固 定 子 巻 線 を 収
容 し 、 回 転 子 の 外 周 部 を 、 そ れ ぞ れ 主 磁 極 部 の ｄ 軸 及 び 補 助 磁 極 部 の ｑ 軸 と 交 差 し 、 凸 部
側 が 外 周 方 向 を 向 い た 第 １ 及 び 第 ２ の 曲 線 部 分 を 交 互 に 接 続 し て 形 成 し 、 第 ２ の 曲 線 部 分
の 曲 率 半 径 を 第 １ の 曲 線 部 分 の 曲 率 半 径 よ り 大 き く 設 定 す る と と も に 、 第 １ の 曲 線 部 分 の
開 角 （ 機 械 角 ） を θ 、 回 転 子 の 極 対 数 を Ｐ と し た 時 、 ［ （ ４ ４ ／ Ｐ ） 度 ≦ θ ≦ （ ９ ０ ／ Ｐ
） ］ を 満 足 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 な お 、 第 １ 及 び 第 ２ の 曲 線 部 分 の 形 状 は 、 凸 型 の 曲 線 形 状 で あ れ ば よ い 。
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ２ 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た と お り の 永 久 磁 石 回 転 機 で あ る 。
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 永 久 磁 石 回 転 機 で は 、 回 転 子 の 外 周 部 と テ ィ ー ス 先 端 部 と の 間 隙 の 中
で 最 も 短 い 間 隙 を ｇ 、 回 転 子 の 中 心 か ら 外 周 部 ま で の 距 離 の 中 で 最 も 長 い 距 離 Ｒ を 半 径 と
す る 外 周 線 と 第 ２ の 曲 線 部 分 と の 間 の 距 離 の 中 で 最 も 長 い 距 離 を Ｄ と し た 時 、 ［ {１ ／ ｓ
ｉ ｎ （ Ｐ × θ ） }× ｇ ２ ］ mm≦ Ｄ ≦ ［ （ ｇ ／ １ ０ ） × Ｐ × （ θ ／ ２ ） － ｇ ］ mmを 満 足 す る
よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ３ 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た と お り の 永 久 磁 石 回 転 機 で あ る 。
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 永 久 磁 石 回 転 機 で は 、 第 １ の 曲 線 部 分 及 び 第 ２ の 曲 線 部 分 を 、 そ れ ぞ
れ ｄ 軸 上 及 び ｑ 軸 上 に 曲 率 中 心 を 有 す る 円 弧 形 状 に 形 成 し て い る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ４ 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た と お り の 永 久 磁 石 回 転 機 で あ る 。
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 永 久 磁 石 回 転 機 は 、 磁 石 収 容 孔 が 、 主 磁 極 部 の 中 央 部 に ブ リ ッ ジ 部 が
形 成 さ れ る よ う に 設 け ら れ て い る 。

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 永 久 磁 石 回 転 機 を 用 い れ ば 、 分 布 巻 方 式 で 固 定 子 巻 線 が ス ロ ッ ト に 収
容 さ れ て い る 場 合 に 、 回 転 子 の 特 定 箇 所 に 磁 束 が 集 中 す る の を 防 止 す る こ と が で き る と と
も に 、 磁 束 量 の 変 化 を 小 さ く し て 起 電 力 波 形 に 含 ま れ る 高 調 波 成 分 を 低 減 す る こ と が で き
、 効 率 を 十 分 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 永 久 磁 石 回 転 機 を 用 い れ ば 、 起 電 力 が 大 き く な り 、 電 流 が 小 さ
く な っ て 固 定 子 巻 線 の 銅 損 が 減 少 し 、 よ り 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 起 電 力
波 形 に 含 ま れ る １ 次 成 分 を 多 く す る こ と が で き 、 起 電 力 波 形 に 含 ま れ る 高 調 波 成 分 を 少 な
く す る こ と が で き る 。
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　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 永 久 磁 石 回 転 機 で あ っ て 、 永 久 磁 石 の 端 部 よ り 回 転 子
の 外 周 部 側 に 空 隙 部 が 設 け ら れ て い る 、 永 久 磁 石 回 転 機 。

　 請 求 項 ５ に 記 載 の 永 久 磁 石 回 転 機 は 、 永 久 磁 石 の 端 部 よ り 回 転 子 の 外 周 部 側 に 空 隙 部 が
設 け ら れ て い る 。



　 ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 永 久 磁 石 回 転 機 を 用 い れ ば 、 回 転 子 の 第 １ の 曲 線 部 分 及 び 第 ２
の 曲 線 部 分 を 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 永 久 磁 石 回 転 機 を 用 い れ ば 、 回 転 子 の 強 度 が 増 大 し 、 音 や 振 動
等 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
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　 ま た 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 永 久 磁 石 回 転 機 を 用 い て も 、 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。


	header
	written-amendment

